
３）「目視点検」における問題
生産現場に限らず社会の多くの場面で自動化が進ん

でいます。従来，人間が実施していた業務を機械に置
き換えれば必ず機械が正常に作動しているかを人間が
確認し，正常な稼働が実行されていないと判断されれ
ば対応を行う必要があります。今後自動化が進むほど
この確認は増加することが予想されます。現在，我が
国では自動化された設備計器の確認は目視が87％で
あり，他は聴音などで行っています。目視はまさに人
間がその設備に定期的に出向いて目で確認する作業を
行います。自動化された設備は24時間，365日稼働す
ることが可能なため，早朝・深夜，休暇期間，悪天候
でも必要であれば人間が出向かなければならなりませ
ん。自動化は進んで対象作業は省人化できても自動化
によって発生する確認作業は人間が継続して実施しな
ければならないのが現状なのです。

４）現場の確認作業の自動化を阻む環境
自動化が進んだ現場は人間が介在しないため，人間

が生活をする環境に存在する「あたりまえ」はあたり
まえにはなりません。例えば，設備に供給される電源
は確保されていても確認作業を自動化する装置に供給
するための電源は存在しません。また設備の状況を確
認してもその情報を送信するための通信環境も存在し
ないのです。さらに設備の通常の稼働には一般的に照
明は不要であり稼働状況を示す計器の周辺は限られた
明るさでしかありません。また高湿度，高温の環境も
多く存在します。場合によっては防爆性が要求されま
す。さらに稼働状態を確認する人間は当該設備に関す
る知識は有しています。しかし他の機器などの知識を
同時に持ち合わせているとは限りません。さらに計器
類は形状，大きさ，スケールと多種多様です。また表
示方法もデジタル，アナログ共に存在します。そのた
め特定の設備機器の計器に限定した確認の自動化は可
能でも，多種多様な設備機器に網羅的に対応し，厳し
い使用環境下で，安定，長期的に使用可能な製品の開
発は困難を極めるのです。

５）現場業務との連携の考慮
優れたハードウェアとしての特徴を持つリルズゲー

ジですが，さらに現場の業務とスムースに連携する創
造的な工夫がいくつか組み込まれています。この工夫
によってリルズゲージは様々な現場で受け入れられて
いるのです。ここでは３つの工夫を紹介します。

　AI（人工知能）の企業への導入状況

2023年４月パナソニックホールディングスは国内
グループ企業への自社開発の対話型AIの導入を発表
しました。対話型生成系AIの登場に伴い，AIの導入
を進める企業や行政が増えています。野村総合研究所
が我が国の企業を対象に2023年５月に実施した調査
によると，実際に業務にAIを導入している企業の割
合は３％，導入を試行中が6.7％，導入を検討中が9.5
％です。国際比較ではこの数字は決して高いものでは
ありません。

 　AIによるイノベーション

１）Lilz株式会社
Lilz株式会社（https://lilz.jp/）（以下，リルズ）は，沖

縄県宜野湾市に本社を構えるスタートアップである。
リルズの中心事業は多様なプラント設備，建設，鉄
道・道路，病院，農業，公共施設などの各種装置に組
み込まれた計測機器の数値を，オンラインで収集し解
析するクラウドサービス「LiLz Gauge」（以下，リルズ
ゲージ）である。カメラ機能と通信機能を備えた専用

IoTカメラ「LiLz Cam」（以下，リルズカム）によって
従来，人間が装置の近くに出向き目視で確認していた
計器の確認作業を遠隔で行います。2023年８月現在，
約250社に導入され約4,000台が稼働してます。

設備計器の巡回点検業務は「移動を伴う目視点検」
と，「データの記録と確認」に分類できます。リルズゲ
ージを 185 台導入した企業では，前者の業務時間は
78％，後者の業務時間は53％削減される効果をあげ
ています。（リルズ資料）

２）「LiLz Gauge」（リルズゲージ）の特徴
リルズゲージには３つの特徴があります。第１の特

徴は，専用IoTカメラの設置の容易性です。これによ
り，現場の作業員が主導となりカメラの取り付けから
運用までを行うことが可能となります。リルズカムは
決められた時間に写真を撮影し，画像データはカメラ
に内蔵したSIMから，携帯電話回線の閉域網経由でク
ラウド側に送信されます。リルズカムは周辺に電源が
なくても設置可能であり，VGAサイズの画像を１日
３回撮影・送信するのであれば，バッテリーを再充電
することなく約３年間の連続動作が可能になっていま
す。

第２の特徴は，カメラの画角内にある複数の計器の
値を自動読み取りできる点です。生産現場では１つの
製造設備に複数の計器が装着されている場合もありま
す。また，隣接した場所に複数の計器が装着されてい
る場合もあります。その場合でも１つのカメラで複数
のアナログ計器を自動読み取りすることができるので
す。

第３の特徴は，インストール不要で遠隔のパソコン，
タブレット，スマートフォンから計器の値と計器の画
像が確認できることです。加えて計器の値が基準値か
ら外れた場合にはアラートの通知が送信されます。そ
してこのようなサービスをカメラ１台あたり月額数千
円（ライト・プラン）の価格で提供しています。

（出所：リルズ）
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シリーズ  イノベーションのつくりかた⑧     

イノベーションのつくりかたシリーズ
●使い手との連携

多種多様な計器へ
の対応を全て AI 技
術や画像処理技術に
よって自動化するた
めには普及してい
る計器を調査し検証
する必要があります。
しかし今後どのよう
な計器の開発がある
かも予想できず，か
つ海外における設備
を含めると現実的で
はありません。その
ためリルズでは，確
認したい特定計器の
セットアップ（計器
タイプや目盛の指定
など）を，専用クラ
ウドサービスを利用し現場の人々が容易に実施可能で
す。

●機械学習技術と画像処理技術の融合
リルズゲージには，AIのうち人間の学習に該当する

部分を機械で行う｢機械学習｣が活用されています。し
かし各計器の確認を全て機械学習で実施しているので
はありません。問題を切り分けて適切な技術を組み合
わせ，読み取り精度と読み取り可能な計器タイプの種
類の多さへの対応を両立しています。具体的には，ア
ナログ円形計器の読み取りなど画像処理技術が得意な
領域と，デジタル表示計器など機械学習技術が得意な
領域を組み合わせているのです。

●独自開発のカメラ
リルズゲージが安定，安価，汎用のサービスを提供

できているもう１つの理由が，情報を取り込む上で重
要なデバイスであるカメラを独自開発していること
です。これが専用のIoTカメラ（LiLz Cam：リルズカ
ム）です。現場の実情を考慮しカメラを独自開発した
理由はバッテリー交換を最小限にするため省電力化を
実現することにあります。

最終回

写真１　リルズゲージ専用端末と計器読み取り

写真２：
セットアップのための専用
スマートフォンアプリ

（出所：リルズ）
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 　イノベーションに必要なマインドセット

AIを含む新たな技術を活用し市場を創造につなげ
る上で次の点が重要となります。

●あたりまえに注目する
日常生活や業務には「あたりまえ」に存在すると思
われている活動があります。リルズの注目すべき点は
あたりまえの活動に注目しそこに問題を見出したこ
とにあります。日常的に目視確認を行っている企業や
人々は，面倒さや非効率さを感じながらもその行動は
「あたりまえ」と考え，行動を変えるまでに至らない場
合が多いのです。
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写真３：リルズカム

（出所：リルズ）

●使い手の状況を正しく理解する
計器表示を読み取る作業を自動化する場合には，情
報を取り込む上でカメラの選択が必要となります。現
在，市場には多種多様なカメラが流通しています。ス
タートアップ企業では特にハードウェアの開発は開発
コストや在庫問題を考えれば，一般的に既存製品の採
用を検討する傾向にあります。しかし，リルズではあ
えて自社でカメラ開発を行います。現場の実情を理解
し，後付けで簡単に取り付けられるバッテリー駆動の
定点IoTカメラが必要だと考えたのです。

●解決する問題と技術の特性を踏まえて組み合わせを
行う
AI技術を使用する場合にはどの領域にその技術を
適用するかが重要になります。AIエンジニアはでき
るだけ多くの領域をAI技術によって解決しようと考
えます。しかしAI技術は万能ではありません。さらに
AI技術で解決可能な問題でも，他の技術で解決したほ
うが効率の良い場合もあるはずです。そのため問題を
定義しそれぞれの技術の特性を理解した上で，必要に
応じて組み合わせた解決が求められます。
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